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フ
ー
ド
バ
レ
ー
や
つ
し
ろ
の
３
つ
の
柱

　
①
八
代
港
を
活
用
し
た
輸
出
促
進

　
②
国
内
販
路
開
拓
支
援

　
③
６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
促
進

　

こ
の
３
つ
を
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
、
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
県
や
関
係

機
関
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
生
産
者
や
事
業
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
販
路
開
拓
（
国
内
・
海
外
）
や
商
品
の
開

発
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
事

業
者
・
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
随
時
訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況

①
八
代
港
を
活
用
し
た
輸
出
促
進

■
海
外
流
通
の
専
門
家
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
巡
回
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施

　

海
外
展
開
に
関
す
る
広
い
人
脈
と
専
門
知
識
を

持
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
職
員
が
事
業
者
を
訪
問
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。巡
回
を
き
っ
か

け
に
、海
外
展
開
が
始
ま
っ
た
事
業
者
も
い
ま
す
。

フードバレーやつしろの取り組み
　「フードバレーやつしろ」とは、本市にある豊富な農林水産物や加工品の付加価値を高め、関連産
業の集積により、「食」に関連するあらゆる産業の活性化を図ることで、本市の振興・発展につなげ
る取り組みです。

問合せ　フードバレー推進課（本庁仮設庁舎東棟 2 階）☎33 － 8780
　　　　G food@city.yatsushiro.lg.jp

■
海
外
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

　

事
業
者
が
、
海
外
の
展
示
会
や
百
貨
店
催
事
に
出

展
す
る
際
に
、
補
助
金
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。

■
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

台
湾
や
タ
イ
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
呼
び
、
商
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

商
談
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
も
、
海
外
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

課
題
解
決
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
農
産
物
の
輸
出

　

香
港
の
春
節
（
旧
正
月
）
の
贈
答
用
と
し
て
、「
晩

白
柚
」
約
２
０
０
０
個
を
八
代
港
か
ら
輸
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
生
産
日
本
一
の
「
ト
マ
ト
」
も
香
港
や

タ
イ
な
ど
に
輸
出
し
、
現
地
の
飲
食
店
な
ど
で
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
台
湾
基
隆
市
で
の

　
　
　
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催

　

２
月
18
日
㈯
と
19
日
㈰
に
台
湾
の
基キ

ー
ル
ン隆
市
で
県
南

フ
ー
ド
バ
レ
ー
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、「
観
光
物
産
展
」

「
八
代
産
畳
を
使
用
し
た
和
空
間
の
お
も
て
な
し
」

「
く
ま
モ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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②
国
内
販
路
開
拓
支
援

■
販
路
開
拓
を
サ
ポ
ー
ト

　

国
内
に
お
け
る
販
路
開
拓
を
検
討
し
て
い
る
生
産

者
・
事
業
者
を
随
時
訪
問
し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産

物
や
加
工
品
の
種
類
・
量
を
把
握
し
、
希
望
に
沿
っ

た
販
路
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
農
林
水
産
物
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

国
内
の
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
小
売
店
ま
で
幅
広
く
、八
代
産
農
林
水
産
物
の
提
案

を
行
っ
て
い
ま
す
。
青
果
と
し
て
の
販
路
や
加
工
品

な
ど
の
材
料
と
し
て
の
販
路
を
開
拓
し
、市
内
の
生
産

者
・
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
実
績
の
一
例
》

・
関
西
の
パ
ン
製
造
・
販
売
会
社
へ
提
案
し
た
野

　
菜
ペ
ー
ス
ト
が
プ
リ
ン
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
材
料
と

　
し
て
採
用
。

・
全
国
展
開
の
ケ
ー
キ
店
へ
提
案
し
た
農
産
物
数

　
種
が
、
ケ
ー
キ
や
カ
フ
ェ
の
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー

　
と
し
て
採
用
。

③
6
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
促
進

■
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
６
次
産
業
化
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
依
頼
し
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、「
新
商
品
開
発
５
品
目
」
を
目

標
に
、
６
次
産
業
化
な
ど
に
興
味
の
あ
る
事
業
者
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

商
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー
や
商
品
開
発
な
ど
に
関
す
る
個

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
13
事
業
者
に
対
し
て
、
訪
問
・
相
談
対
応
・

支
援
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
目
標
を
上
回
る
商

品
開
発
が
で
き
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
加
工
品
の
マ
ッ
チ
ン
グ

　

市
内
事
業
者
が
製
造
す
る
加
工
品
を
、
卸
業
者
や

商
社
、
飲
食
店
な
ど
へ
提
案
し
て
い
ま
す
。
店
舗
で

そ
の
ま
ま
販
売
さ
れ
る
商
品
や
、
再
加
工
さ
れ
て
新

た
な
商
品
に
な
る
も
の
な
ど
、
販
路
先
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
実
績
の
一
例
》

・
関
東
の
貿
易
商
社
へ
提
案
し
た
加
工
品
が
、
都

　
内
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
使
用
。

■
八
代
産
農
林
水
産
物
等
Ｐ
Ｒ
事
業
補
助
金

　

展
示
会
や
商
談
会
、
百
貨
店
な
ど
の
催
事
に
出
展

す
る
際
に
係
る
旅
費
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
、
補
助

（
１
／
２
、
限
度
額
50
万
円
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
15
事
業
者
（
個
人
生
産
者
３
人

を
含
む
）
が
こ
の
補
助
金
を
利
用
し
、
国
内
外
に
お

け
る
販
路
開
拓
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▶
採
用
さ
れ
た
「
い
ち
じ
く
の
タ
ル
ト
」

　平成 27 年度の実績の一例として、「八代
青のりめんべい」を紹介します。
　「八代青のり」に関して、八代漁協からパッ
ケージや価格を変更したい旨の相談を受けま
したが、生産者の高齢化や後継者不足、売れ
るかどうか心配などの不安を抱いているとい
う背景がありました。
　そのため、まずは、あまり認知されていな
い「八代青のり」の周知・ＰＲを目的に、ア
ドバイザーと縁のあった福岡の明太子せんべ
いの会社に依頼し、市水産林務課とも連携し
て、生産者の理解を得ながら「八代青のりめ
んべい」が誕生しました。
　パッケージもユネスコ無形文化遺産登録を
見越して、市文化振興課の協力を得ながら八
代妙見祭の亀蛇と笠鉾をデザイン。「八代の
代表的なお土産」として定着させ、県外の人
にも「八代青のり」の周知・ＰＲを行うこと
としました。
　現在、この「八代青のりめんべい」は、ほ
ぼ八代地域だけで販売している状態ですが、

毎月、1000箱のペースで売り上げています。
平成 29年は、原料の青のりを昨年の約 10
倍の納品を目指し、駅の売店や福岡などの県
外でも販売する予定です。
　また、当初の目的でもあった「青のり」の
パッケージも変更し、「青のりめんべい」と
併せて県外に販売することで、少しでも地域
へ貢献できればと考えています。

※ 6次産業化とは ･･･ 農林水産業者が生産（１次）、加工

（２次）、販売（３次）まで一体的に取り組んだり、２次、３

次業者と連携して新商品やサービスを生み出したりする

こと。

6次産業化・農商工連携促進の実績紹介

▲八代青のりを使った「八代青のりめんべい」


